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東日本大震災でのボランティア活動報告

渡邉　洋一１）

はじめに
　３月１１日午後東日本大震災発生する。そこで筆者は
３月中に数回にわたり岩手県の被災地を調査してきた。
具体的には、県内の状況を知るために八戸市社会福祉協
議会災害ボランティアセンター（担当 M 氏）に対して
ヒアリングをした。三沢地区や八戸地区では漁船などへ
の被害は甚大であったが、他県と比較した場合は、死者
も数人に留まるなど数ヶ月のうちに落ち着きそうである
と報告を受けることができた。次に、岩手県の被災地の
調査を３月から４月にかけて数回実施したが、その被害
の壮絶な状態に言葉もなかった。３月から４月の間は、
現地の混乱が継続しているために、今後の支援活動を計
画し立案することとした。第一として、青森ロータリー
クラブと保健大学ボランティアサークル・メイトと協働
して被災地支援を行う計画を立てることとした。第二と
して、筆者が主宰する日本コミュニティワーク研究所（松
山市社会福祉協議会内）と特定非営利法人地域福祉研究
室（川崎市宮前区）に支援の依頼をして筆者がコーディ
ネートすることとした。
　特に、被災地での消防団員や民生委員児童委員の殉職
の報を受けた。報道によると『総務省消防庁によると、
東日本大震災の津波で死亡・不明となった岩手、宮城、
福島３県の消防団員計２５３人（岩手県１１９人、宮城
県１０７人、福島県２７人）のうち、少なくとも７２人（岩
手県で５９人、宮城県で１３人、福島県では閉門作業を
委託しており、同県浪江町では水門を閉めに行った住民
１人が死亡した）が海沿いの水門・門扉の閉鎖に携わっ
ていたことがわかった。川などへの海水浸入を防ぐ水門
や、防潮堤の内と外を出入りするための門扉の数は３県
で計約１４５０基とされている。あわせて、同じように
民生委員児童委員についても３県で数百人が要支援者を
避難誘導の活動において被災した』と報道がある。そこ
で、第５回フォト心象展（さくら野百貨店）を主催して
募金活動をすることとした。その募金の目的は、今回調
査をした被災地の民生委員活動や社協活動へ直接支援す

ることであった。

第１　岩手県への調査について
１　岩手県久慈市近辺へ調査
　震災発生後、八戸市社会福祉協議会災害ボランティア
センターや岩手県宮古市や山田町を対象として自家用車
による調査の結果、この時期には野田町や田野畑村は、
ボランティアセンターもたちあがっていない状態であっ
た。また、宮古市田老地区や隣接する山田町の被災状況
が厳しいことがわかった。あわせて、岩手県社協と連絡
を取り被害状況を把握することに努めた。
　４月になると現地の全体的な被災状況が判明してき
た、人命救助の非常時から、具体的な支援が求められる
ようになった。そこで、４月１５日（金曜日）早朝青森
市発、八戸市社会福祉協議会災害ボランティアセンター
を再訪問し具体的な支援計画のためのヒアリングを実施
する、現在、八戸市内の避難所には１９０名が滞在して
いるとのこと（必要な物資の情報はない４月末閉鎖予定
である）。三沢市や八戸市では、県内６００隻の漁船が
被災の問題以外は落ちつきつつあるとの報告を受ける。
　さらに岩手県沿岸部の調査のために八戸社協から４５
号線で、久慈市社協（久慈市福祉の里）に向かう。４５
号線は陸前高田市まで通行は可能との表示がある。この
間、自衛隊車両とすれ違うことが多い。階上町から岩手
県軽米町では、海岸部分の八戸線の線路が流されている

（壊滅に近い印象）。住居の多くは高台にあり日常的な風
景であるが、４５号から測道にて港に降りると漁港はガ
レキの山がある。この軽米町から岩手県で一部道路に津
波地域の表示がある。久慈市の社協事務局に災害ボラン
ティアセンターに到着、事務局長 K 氏と M 地域福祉係
長からヒアリング、市内では港湾地区以外は正常になり
つつあると説明を受ける。久慈市内の避難所では、避難
者は数が減り数百人単位とのことである。４月中旬の時
は久慈市では県外のボランティアは募集していないとの
こと。久慈市社協事務局からは、隣町の野田村、田野畑
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村の被災が甚大とのこと、特に隣町の野田村を心配して
いるとの説明があった。
　引き続いて、久慈市から国道４５号を野田村から普代
村の山間部を走るが、久慈市から野田村への道路は山間
部で問題はない。しかし、海岸部の野田村役場は被災し
ていて混乱しているために、社協事務局（ボランティア
の受け入れ窓口）の場所も不明であったため野田村の避
難所を訪問する。混乱しているために様子を見学するに
とどめ、国道にそって海岸部分を普代村まで走る。かな
り瓦礫があり津波の跡が厳しい状況であったが普代村
１５メートル堤防が健在なことに感動を覚える。ただ普
代村役場も混乱しているためにヒアリングはしないこと
とした。次に、田野畑村の災害ボランティアセンターに
到着後、宮古市から山田町の状況を確認した。夕刻となっ
たために、ここで調査は終了して、国道を八戸市に戻る
こととした。　その後の久慈市社協への電話では、野田
村、普代村からさらに、田野畑村、田老地区の宮古市、
大槌町、山田町、釜石市、大船渡市、陸前高田市、気仙
沼市と海岸線が甚大な被害を被っているが各市町は、災
害ボランティアセンターが立ち上がっているとの報告を
受ける。

２　調査の結果
　次に、４月２３日（土曜日）早朝青森市発、八戸市
社会福祉協議会を経由して岩手県久慈市社協を再訪す
る。今後の支援について打ち合わせする。以後５月と
６月に調査と支援物品を届けている。普代村は、１５
メートル堤防が津波を防いで行方不明数名で現在死者
の報告はないとのことであった。やはり野田村と田野
畑村、宮古市田老地区、山田町への支援が必要である
ことを確認する。
　このような調査から次のような事項を岩手県への支援
についての枠組みとした。
① 支援の要望は、それぞれ異なり事前の連絡調整は
不可欠。
② 青森県からの支援は、八戸市から国道４５号線を利
用して入ることが可能。
③ 岩手県社会福祉協議会（担当課長）に連絡して援
にあたる場合は、東北道の花巻インターを経て釜石
市ルートとなる。
④ 岩手県災害ボランティアセンターはホームページ検
索可能
⑤ 港湾関係の建物ではアスベスト使用があることが予
想・要注意（マスク）
被災地での食料・宿泊は自己責任で対応
一部の地域で福島原発の影響が懸念される。

第２　保健大ボランティアサークル「メイト」の活動
　青森ロータリークラブが予定をしている岩手県山田町
への炊きだし支援に学生の同行をしたいとの誘いがあ
る。日程は５月２１日を予定するとのことで参加するこ
ととした。
　２０１１年５月２１日朝４時に大学駐車場からの学生
とロータリークラブ会員の観光バスの出発を見送る。自
家用車にて、別ルートから岩手県へ向かう（調査しなが
ら山田町へむかうため）、八甲田山の田代平から左へ七
戸町役場から国道へ、さらに４５号線へ入るために六戸
町を抜けていく。八戸市街からいよいよ階上町、その間
の JR 八戸線は瓦解したままで一部修復工事が始まって
いた。
　久慈市から野田村へ４５号線を走る。国道の山間部は
平穏であって、海岸線に出ると湊不部は壊滅、津波の後
が生々しい傷跡となっていた。野田村は役場も流失して
いたために心配をしていたがボランティアセンターが立
ち上がっていた。隣村の普代村は、１５メートル堤防が
あり死者をだしていないが港は壊滅状態であって、瓦礫
処理がされつつあった。田野畑村は４５号からは詳細は
わからない。そして、宮古市田老地区は前回と同じ風景で、
各所に集められた瓦礫が山になっている。しかも、２５
度超えた気温のためか不快な臭になやまされる。そして、
９時４０分に宮古市中心部へ入る。ここから目的地の山
田町には山越えとなる。山田町も瓦礫が片付けられ山積
みになっている。特に、山田湾の防波堤の廻りは瓦礫と
ほこりと悪臭がある。小高い丘に役場がみえた。その隣
が老人福祉センターで、その一帯は高台のために被災を
免れていた。ただ、役場の下の住宅は、全壊と半壊が続き、
壁に赤い「○」がある家は、取り壊されるようだ。
　老人福祉センターに９時５５分に到着する。社協事務
所に行き情報交換する。その前庭には、すでに学生（２０
名程度）とロータリークラブ会員がテント設営、津軽お
でん、津軽蕎麦の用意が始まっていた。打ち合わせ後に
手分けをして、飲料水などの配布を手伝うこととした。
また、エレクトーンなど演奏があるためか、他県からの
炊き出し支援もあり数百人の方が集まっていた。大変に
喜ばれて一同安心をすることができた。午後１時４５分
には終了して、後片付けをして再び帰路についた。

第３　第５回フォト心象展開催
　さくら野百貨店の協力を得て、被災地支援のための
フォト展を開催（８月２８日から９月４日）した。猛禽
類フォトとあわせて被災地の写真の展示などを行い、被
災地支援のポストカードを配付して義援金を募ったとこ
ろ約１０万円の寄付金が集まった。その善意のお金は、
直接学生と被災地の民生委員活動などに寄付をすること
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とした。期間中、青森市長やヤクルト社長（ロータリー
クラブ会長）など多くの方の来訪があり、市関係者やロー
タリークラブ役員の来訪時に今後の被災地活動の打ち合
わせを持つことができた。

第４　支援要請した活動の内容
① 筆者が主宰する日本コミュニティワーク研究会の会
員（徳島県三好市社協）が車両二台で、４月１３（水）に、
花巻インターから遠野市災害ボランティアセンターを経
て釜石市災害ボランティアセンターに到着する。同行し
た入浴車両を釜石市社協に寄付し、あわせて支援物資も
寄付する。車両を釜石市の入浴設備がない地域に設置し
て入浴支援開始する（二泊三日）、使用方法を伝えて４
月１５日（金曜日）夕刻高速道にて帰路についたとのこ
と、筆者と釜石市で合流する予定であったが余震の危険
もあり別行動となる。
② 報告（日本コミュニティワーク研究会会員）
　千葉県市川市社会福祉協議会 Y 氏は、４月８日の金
曜日から、数日福島県いわき市災害救援ボランティア
センターの応援にあたる。その報告では、『いわき市は
報道も増えているようですが、メディアに登場しませ
ん。いわき市民は原発事故に起因する風評被害に本当
につらい思いをされている。正確な数字は不明である
が、避難者の９割程度は町に戻ってきた。ガソリンス
タンドにも並ばずに給油できるようになっていてスー
パーも開店していた。一方で、海岸沿いの被害は宮城
や岩手の同様の壊滅的な状況であった。災害ボランティ
アセンターでボランティア活動の応援する人をコーディ
ネートにあたった。具体的には、いわき災害救援ボラ
センターでは、緊急対応として、いわき方式のアセス
シートは大きく分けて２点に分けて支援した。１．い
ま、困っていること ２．この先心配に思っていること  
　この二点に基づいた生の声の要望について、専門職と
しての医療、介護、福祉の関係者とボランティアとの間
の調整をして支援をした』。
③ 報告（山梨県社会福祉協議会 M 氏　日本コミュニ
ティワーク研究会の会員）
　４月１８日に釜石市より無事山梨に帰った約１０日間
の活動の報告は、『現地で、自分の目で見て初めて実感
する、深刻な状況。 探し人掲示板に、子供の写真が張
り出されるのを見ると・・これは、辛い。各市内の避難
所回り、ボランティアさんが入れるかどうかの現地調査、
生活福祉資金の担当など様々な仕事をさせていただきま
した。既に、避難所支援より生活支援に力点が置かれて
いる状況。生計を奪われた何千、万もの人達の今後を考
えると。この再建は、まさに道遠しです。生活福祉資金（緊
急小口）を初めて担当したけど、相談内容が深刻。しか

し「やるしかない」その言葉が凄く印象に残った仕事で
した』
④ 報告（松山市社会福祉協議会 S 氏　日本コミュニティ
ワーク研究会の代表）
　『４月２５日から２８日まで、プライベートの活動と
して宮城県女川町に入ってきた。女川町立病院での事務
機器や医療機材等の清掃、片づけに参加しました。現地
は想像を絶する状況でした。町立病院や隣接する町社協
は海抜１８ｍもあるのに、１階は全滅。社協スタッフは
海水につかりながらデイサービス利用者の方々の避難に
あたったが、目の前で３人の方が津波に飲み込まれたと
報告があった。現在の女川は多くの瓦礫が撤去されない
ままで、まだ悪臭が漂う箇所もあり、そのような中、桜
が満開で、３月１１日の津波で漁師の網が桜の木を覆っ
たままで桜の花びらをつけている状況でした。また、ま
つやま「Ｒｅ・再来館」の館長よりの依頼で、絵手紙の
会から作品約６００枚（作者約７０名）を避難所に持参
した。女川町社協会長はじめ皆さんに喜んでいただくこ
とができた。以上、走行距離 3,157㎞のボランティアの
旅でした』
　その他、日本コミュニティワーク研究会会員による支
援活動は継続しており、前記は代表的な報告から筆者と
しての今後の対応の情報とした。

第５　今後の取り組みと展望
　今後の取り組みとして、１１月５日には岩手県宮古市
田老地区の樫内仮設住宅に、青森ロータリークラブと協
働して林檎などを個別に訪問して安否を尋ねることを企
画している。あわせて、藤崎町社会福祉協議会と平川市
社会福祉協議会にも参加を依頼して林檎の寄付を募って
いる。この時に田老地区民生委員協議会に義援金（さく
ら野百貨店第５回フォト展）を渡すことを予定している。
　今後、被災地は、冬の厳寒期を迎えてその準備の支援
が求められていること、仮設住宅では、引き籠もり対策
や病弱な高齢者への対応など慢性的で長期間に渡る支援
が求められていること。さらに、生活福祉資金貸付など
生活再建への具体的な支援にあたる専門職が不足してい
ること。生計中心者の就労問題や漁業再建が求められ
ていること。このような対応には、行政政策が核となる
が、あわせて、学生や市民ボランティアが参加して活動
する必要がある。例えば、今後予想される引き籠もり対
策には一軒一軒の安否確認のボランティアが必要であ
り、３月から８月までで三県被災地で約３０名の自殺と
の報道があったが現在増加傾向にあると報告がある。こ
のような対応にも、傾聴ボランティア活動や安否確認ボ
ランティアが必要となっていると考えている。特に、被
災地では消防団員や民生委員児童委員の方々の疲労や負
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担が多い状況がある。仮設住宅の様子からも、その活動
支援の方法を岩手県社協と相談する必要があると考えて
いる。今後も、被災地に寄り添うことをテーマとして本
大学のボランティアサークル・メイトの学生と継続した
支援にあたる予定である。そのために、青森ロータリー
クラブとの連携強化をしていくこととした。具体的には、
青森ロータリークラブ定例会への参加や研修会の講師を
引き受けることとした。さらに、青森県内の市町村の社

会福祉協議会と定期的に連絡を取り合い協働した支援を
考えていくことにしている。
　このように、東日本大震災の被災地が広範囲にわたり、
その被害状況が厳しいことから、長期間にわたる継続的
な支援が必要である。したがって、県内の各団体と連携
して、筆者が主催する特定非営利活動法人と協働し、情
報を共有化して、計画的な支援にあたりたいと考えてい
る。

参考資料（筆者作成の被災地支援のポストカード）

宮古市での活動


